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第
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章

第
１
部　身近なごみ問題から地球規模の環境破壊に至る

まで環境問題が複雑・多様化するなか、そうした
諸問題に適切に対処し、健全で恵み豊かな本県の
自然環境を将来の世代に引き継ぐとともに、快適
な生活環境を創造するための基本的枠組みの構築
が要請されたことから、県では平成11年9月に「大
分県環境基本条例」を制定した。
　本条例は、「環境からの恵沢の享受と将来世代
への継承」、「環境負荷の少ない持続的発展が可能
な社会の構築」、「地球環境の保全」の3つをその
基本理念に定め、今後取り組むべき施策として環

境基本計画の策定や、環境影響評価の推進、環境
教育・学習等の振興、民間団体等の自発的な環境
保全活動の促進、環境管理（ISO14001等）の普
及等を挙げている。
　この基本条例の理念は「大分県環境影響評価条
例（平成11年9月施行）」及び「大分県生活環境の
保全等に関する条例（平成12年12月施行）」に具
体化され、これらの条例に基づき環境保全対策に
取り組んでいる。

第２章　環境行政の推進体制

第１節　大分県環境基本条例

　県では、大分県環境基本条例の規定（第9条）
に基づき、各般の環境保全施策を総合的かつ計画
的に推進するための基本計画として「大分県環境
基本計画（豊の国エコプラン）」を平成10年3月に
策定し、積極的に環境に配慮した様々な取組を進
めてきた。
  しかし、①平成15年9月から県民総参加のもと
での「ごみゼロおおいた作戦」の展開による新た
な視点からの環境へのアプローチの必要性、②県
政運営の長期的・総合的な指針である「大分県長
期総合計画〜安心・活力・発展プラン2005〜」
の策定が行われたこと、③計画策定から7年余り
の経過による環境を取り巻く情勢の変化等を背景
として、平成17年11月に「大分県新環境基本計画
〜ごみゼロおおいた推進基本プラン〜」を策定し
た。
  この計画は、「大分県長期総合計画」の環境面
における部門計画であるとともに、「ごみゼロお
おいた作戦」として展開する環境関連施策を体系
化し、その着実な推進を図るための基本プランと
して位置づけている。
  計画期間は、平成17年度から平成27年度までの
11年間であり、目指すべき環境の将来像を「天然
自然が輝く　恵み豊かで美しく快適なおおいた」
としている。この将来像の実現に向けて、「豊か
な自然との共生と快適な地域環境の創造」「循環
を基調とする地域社会の構築」「地球環境問題へ

の取組の推進」「環境産業の育成」「すべての主体
が参加する地域社会の形成」の５つの基本目標を
掲げ、それぞれの目標実現に向けたこれからの主
な取組を記述している。
  また、この計画に掲げられた各種施策を着実か
つ効果的に推進していくために、主な施策のうち
50項目について、その実施・進捗状況を数値目標
である「環境指標」により、毎年度「大分県環境
審議会」及び「ごみゼロおおいた作戦県民会議」
において進行管理している。
  平成19年度は、豊かな自然と共生し、美しく快
適で潤いのある地域環境づくりに取り組むととも
に、循環型社会の実現に向けて、３Ｒの推進や循
環型環境産業の育成等を図り、さらに、地球温暖
化問題を始めとする地球規模の環境問題について
は、具体的で実効性のある施策の実施に努めた。
　このような多岐にわたる施策の実施により、県
民総参加による美しく快適な大分県づくりを進め
る「ごみゼロおおいた作戦」を着実に進めること
ができた。計画に定められた環境指標の結果は表
２のとおりである（詳細は資料編　環境指標一覧）。

第２節　大分県新環境基本計画　　　　　　　
　　　　〜ごみゼロおおいた推進基本プラン〜
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表２　計画に定めた環境指標の評価結果
　基本目標Ⅰ　豊かな自然との共生と快適な地域環境の創造
　基本目標Ⅱ　循環を基調とする地域社会の構築
　基本目標Ⅲ　地球環境問題への取組の推進
　基本目標Ⅳ　環境産業の育成
　基本目標Ⅴ　すべての主体が参加する地域社会の形成

指　標
項目数

対象外
（※１）

対象指標 Ａ Ｂ Ｃ

項目数 項目 割合（※２） 項目 割合（※２） 項目 割合（※２）

基 本 目 標 Ⅰ 18 ０ 18 　16 88．9 2 11．1 　０ ０

基 本 目 標 Ⅱ 18 0 18 　10 55．6 8 44．4 　０ ０

基 本 目 標 Ⅲ ６ ０ ６ ４ 66．6 1 16．7 　1 16.7

基 本 目 標 Ⅳ ３ ０ ３ 　２ 66．7 １ 33．3 　０ ０

基 本 目 標 Ⅴ ５ ０ ５ 　４ 80．0 １ 20．0 　０ ０

合　　　計 50 0 50 　36 72．0 13 26．0 　1 2.0

　　　　　　　※１　該当年次の算出がないもの等
　　　　　　　※２　対象指標項目数に対する割合

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ）の区分について	
　「Ａ」　　平成20年度の目標数値を達成している場合 
　「Ｂ」　　平成20年度の目標数値の７割以上を達成している場合 
　「Ｃ」　　平成20年度の目標数値の７割未満である場合 
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大分県新環境基本計画〜ごみゼロおおいた推進基本プラン〜の概要

第１章　計画の策定にあたって

第２章　環境に関する県民意識

第３章　計画の目標

第４章　施策の展開

第５章　計画の推進

計画策定の趣旨・目的

目指すべき環境の
将　来　像 天然自然が輝く　恵み豊かで美しく快適なおおいた

計画の性格・役割 計画の期間 計画の構成

計画の基本目標

基盤的施策の推進

◆参考資料

豊かな自然との
共生と快適な地
域環境の創造

循環を基調とする
地域社会の構築

地球環境問題への
取組の推進

環境産業の育成 すべての主体が参
加する地域社会
の形成

豊かな自然との共生と
快適な地域環境の創造

●豊かな自然の保
護・保全

●温泉の保護と利用
●自然とのふれあい
の推進と適正な利
用

●快適な地域環境の
保全と創造

循環を基調とする
地域社会の構築

●大気環境の保全
●水・土壌・地盤環境
の保全

●化学物質による環
境汚染の防止

●廃棄物・リサイクル
対策

地球環境問題への
取組の推進

●温室効果ガスの排
出源対策の推進
●クリーンエネルギ
ーランドの実現

●二酸化炭素の吸収
源対策の推進　
●オゾン層保護等の
対策の推進

環境産業の育成

●環境技術への挑戦

●企業の環境活動の
促進

すべての主体が参加
する地域社会の形成

●自発的な環境保全
活動の促進

●環境教育・学習の
推進

●環境影響評価の推進
●環境に配慮した取組の推進
●公害紛争等の適正処理

推進の体制 計画の進行管理 財政措置

策　定　経　過 環境指標一覧 用　語　解　説




